　本日は、土曜日の午後ということで、皆さん色々と予定があったと思いますが、他職種連携の講習会にご参加を頂き、まことにありがとうございます。

　皆さんも、ご存じのようにいま、日本は高齢化が進んでいて、４人に一人が高齢者で、平均寿命が８０歳を超える時代になりました。　このような状況の中で、元気に我々の病院に通ってくる健康な高齢者の方がたくさんいる一方で、介護を受けている高齢者の方もたくさんいて、健康寿命が７２歳ぐらいですから、８年ぐらいは、介護を受ける方がいるということになります。
　このような観点から、岩歯のほうで、３年前から在宅歯科診療システムを立ち上げましたが、なかなかスムーズに運営できていない現状です。
　在宅歯科診療が、遅々として進まない原因は、何と言っても関連職種の方々との連携の問題が一番だと思います。今、厚労省のほうでは、２０２５年までに、在宅治療のために、関連職種による連携の為の「地域包括ケア」の実現を目指しています。そのような意味でも今回の講習会は、大変意義深いものだと思いますし、なんとか、口の中の状態を知って頂き、皆さんと簡単に連携が取れる手帳を作成しましたので、これらを使って、歯科医師会事務所まで、気軽に問い合わせを頂きたいと思います。

訪問歯科診療は、治療をするだけでなく、誤嚥性肺炎が死亡原因の４位ということで、口腔ケアの重要性は医科の方でも注目されるようになっています。また、それらを予防するために、口腔機能を向上させるようなプログラムも大切になってきます。今日は、全国的に活躍されている藤本先生をお招きしての講演ということで、皆さんにとっては、大変意義ある講習会だと思います。この講習会を機に在宅歯科治療がより身近になることを期待しております。
　今日は、大変長時間の講習となりますが、最後までご聴講頂くことをお願いし、ご挨拶とさせていただきます。

　本日は、ご参集ありがとうございました。

　
